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を抜け 出てか ら、たか だか156年 しか 経 ってい ない ことを

理解す る必要が あ る。1820年 の 春 、御 父 と御子 が ジ ョセブ

・ス ミスに現 われた も うた あの 日まで
、霊の暗 黒が深 く世

を支配 して いた。予 言者 ニー フ ァイが予 見 した、福音 の取

り上 げ られ た 「おそ ろ しい盲 目の有様」、その暗 闇の深 さの

幾分か を、私 たちは悟 り知 る必要 が ある。(1ニ ー ファ イ

13:32参 照)

モ ルモ ン経が 出版 された1830年 に 至 るまで、ア メ リカ大

陸 ではモルモ ン経 の民 の末窩が14世 紀以 上 も神 の導 きを全

く失 った状 態 で暮 らしてい た。 彼 らの神 聖 な記 録は 、この

福音の神権 時代 に世 に 出るべ く封 じられて いた。私 は、偉

大 な予 言者モ ルモ ンが血 の修羅場 で 、 自分の民 ニー ファ イ

人の滅亡 と殺 りくを眼前 に立 ちつ くしてい る有様 を読む た

び 、胸 を強 く突 かれ る。 彼は モルモ ン経 のすべ ての予言 者

と同様 に、予言 された背教 の暗 黒時代が 来 なけ れば な らな

い こ とを承知 していた。 に もか かわ らず 、彼の 言葉 は苦 悶

に満 ちてい る。

「ご らん
、現 在の民 は主 の『みた ま』が すでにか れ ら(レ

ーマ ン人)を 励 ます こ とを止め た まい
、その上 キ リス トと

神 とに交 わ るこ とが で きず 、天か ら音ず れ を受 けずに世 に

在 るか ら………今や ち ょうど風 に吹 き散 らされ る もみが ら

の よ うに、 またち ょう ど帆 もいか りも舵 もな しに波の まに

まに標 う船 の よ うに、サ タンに よって あち らこち らへ 誘 わ

れるd(モ ル モン5:16、18)

旧世 界の民 も事 実上錨 のな い状 態 であった。初期 の教 会

は使徒 たちの殉教 に よって背教 の海 に沈 んで しまって いた

か らで ある。聖 書の写 本は あ るに はあ ったが 、比較 的少数

の、 しか も神 の導 きを失 ってい る人々の手 中にあ った。 そ

して、 この時期 に 、「誰 に もわか る大へ ん貴 い部分 」 の多 く

が 失われ たのであ る。(1ニ ー ファイ13:28、32参 照)

私 たちは この世 の旅 人であ る。 なすべ き使命 を持 って 、

す なわち主 の導 きを要す る大 きな業 をなす べ く送 られ た旅

人 である。私は 、天が沈 黙 し、みた まが取 り去 られた霊 の

暗黒時代 に生 まれなか った こ とを心 か ら感謝 してい る。私

た ちを導 く主の み言葉が ない とい うこ とは、広大 な砂漠 で

何 らの 目印 も見 出せ な い旅 人 、あるいは 洞窟の深 い闇の 中

で外 界へ通 じる道 を示す光 を見 出せ ない流浪者 と同 じであ

る。

ベ トナ ム戦争 の さなか 、何 人か の教会 員が捕 虜 とな って、

ほ とん ど外界 と隔絶 した状 態に なった。 そ して聖典 を手 に

す るこ とも許 され なか った。彼 らは後に 、食物 よ りも自由

よ りも、真理 の言葉 が欲 しか った と語 ってい る。 何 をもっ
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て して も、書棚 に眠 る聖書や モル モ ン経 のわずか1ペ ー ジ

に さえ代 える こ とはで きなか ったので ある。彼 らは苦 しい

経 験か ら、ニー フ ァイの気持 の 片鱗 を知 った。 ニー フ ァイ

は こ う記 して いる。

「それ は私 の身 も心 も聖 文 を喜 ぶの で
、私が心 に それ を

よ くよ く考えて私 の子孫 た ちの学 問 と利益 とにな るよ うに

これ を書 き誌 す のであ る。 ご らん、私 は身 も心 も主に関す

る事 を喜 び、私 の心 は私 が これ までに 見聞 き した こ とを絶

えず よ くよ く思 っている剛(IIニ ー フ ァイ4:15、16)

予 言 者 イザヤ は、あ る節 で大背 教 につ いて語 った。 「主

が 深 い眠 りの霊 をあな たがたの上 に そそ ぎ、あなたが たの

目で ある預 言者 を閉 じこめ、 あなたが たの頭 であ る先 見者

をおお われたか らで ある司(イ ザ ヤ29:10;IIニ ー ファイ

27:5を も参照)

しか しイザヤ はそのす ぐ後 で、暗黒 の終 りとモルモ ン経

の出現 を明確 に告 げて い る。

「それ ゆ え
、このすべ ての幻 は、 あなたが たには封 じた

書 物の言葉 の よ うに な り、人 々は これ を読 む こ とので きる

者 に わた して 、 『これ を読 ん で くだ さい』 と言 えば、 『こ

れ は封 じてあ るか ら読 む ことが で きない』 と彼 は言 う。 ま

た その書物 を読 む こ との で きない者 にわ た して……」(イ

ザ『ヤ29:11、12)

こ っ して 、驚 くべ き業 、主 のな そ うと約束 され た 「不 思

議 な驚 くべ きわ ざ」が始 まった。(イ ザヤ29:14参 照)

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスに よる福音 の回復以 来、1,600

万 部 を越 すモ ルモ ン経 が26ヵ 国語 で 出版 され 、15ヵ 国語余

りが現在 翻訳 中で ある。聖書 はといえば数知 れ ない部数が 出

版 され 、その数 にお いて他の本 をは るかに 引 き離 して いる。

また私 たちに は教 義 と聖約 、高価 な る真珠 もある。 そ して

これ らの 貴い聖典 に加 えて、私 た ちに は、 その聖典 を活 用

す る能力 と教 育が 与 え られている。それ は歴 史上 かつて なか

った ことであ る。

古代 の予 言者 た ちは 、暗黒 の後に光 明が訪れ る こ とを知

って いた。私 たちは その光 の 中に生 きてい る。 だが果 た し

て光 を充分 に理解 して い るで あろ うか 。救 いの教義 を簡単

に手の届 く所 に持 ちなが ら、 い まだ見 えな い 目と聞 こえな

い耳 と 「鈍 い心」 しか持 ち合 わせ て いない 人々のい るこ と

を私は危惧 す るのであ る。

これ までに私が 述べ た ことを軽 々 しく聞 き流す こ とのな

い よ っに 、 ここで少 し、人間の陥 りが ちな過 ちにつ いて話

したい。 それは 、何か誠実 や成功 といった こ とを話す とき

に は「私 が」と考 え、怠慢や 失敗 につ い て話 す とき嬉は 「私
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聖典を生きたものに
`

ジエ フ リー ・R・ ホ ラ ン ド

「彼 らはその書
、す なわち神の律法

をめい りょうに読 み、 その意味 を解 き

明か して その読む ところを悟 らせ た明

(ネ ヘ ミヤ8:8)

どん な本 で も、読 む ときに大切 なの

は 目を覚 まして読 む こ とです。 目を見

開いて 、血のめ ぐりを活発にす る こ と

です。 しか し、本 当の読書 をす るには

それ だけでは 足 りませ ん。心 を配 り、

注意 して、1ペ ー ジ1ペ ー ジ内容 を吸

収 しよ うと集 中す るこ とです。 良い書

を著 わす のは大変 な仕 事ですか ら、そ

れ を読 むの も容 易 ではあ りませ ん。

聖典 を読 む のにむ ら気や 上 っ調 子や

ななめ読み は禁 物 です。時間 と祈 りと真

面 目な瞑 想が要求 され ます。 ニー ファ

イ第一 書の 第1章 はモルモ ン経 の 中で

み んなに一番 な じみが 深 い と思 い ます

が 、注意 して読 まなければ 、その意味

を理解 で きないで しょう。 念入 りに書

か れたの です か ら、念 を入れ て読 まな

け ればな らないの です 。

あ る父親が12歳 にな った娘 に、 この

第1章 か ら読書 の手ほ どきを始 めた と

しま しょう。遊 び好 きな快 活 な少女 で

これ まで何度か モル モン経 を読 みかけ

たの です が 、 どうも興味 が持 て ません

で した。彼 らの会話 を聞 いて み まし ょ

う。

父親:さ あ、ニーファイ第一書 の1章

を読 もうか。20節 しか な いよ。わずか

数 ペー ジだ。 考 えなが ら読 んで ごらん。

疑問 に思 うこ とは 、 じっ くり考 えて。

ドナ:疑 問に思 うこ とって?

父 親:う ん、 た とえば 、 「ど うして

モ ルモ ン経 の最 初の章 に これが来 たの

か」 とか 、 「この節 とこの節 は どんな

関係 が あるんだ ろ う」 とか。

ドナ:そ 一 お 、そんな こ と全然 わか

らないけ ど、私 どうして ジェ レ ド人の

ところか ら読 み始め な いのか、知 りた

いわ。北 ア メ リカに最 初 に来た 人た ち

で しょ。

父親:そ う、 それ こそいい質問 じゃ

ないか。今 ドナが 質問 を思 いつ くまで

1分30秒 か か ったね。 同 じよ うに、答

を捜 す に も……疑 問の答 え を捜す とき

は… …

ドナ:バ バ!パ パ は私 に とこ とん

考 え させ てか ら、答 えを教 えるつ も り

な のね。

父親:そ う!疑 問の 答 えを ドナが

自分 で考 えだ した ら、 モルモ ン経 の ど

こで もす らす らわか るよ うに なる さ。

よ一 く注意 して読 んだ ら、 イテル書が

ど う して この箇所 に来 たのか 、わか る

よ。 イテル書 まで進ん だ ら話 そ う。 イ

テル書 は終 りの方 に あるか らね 。 じゃ

いいか い。始め る よ。

ドナ:か しこ ま りま した 、パ パ。(ド

ナ は黙読 を始め る。数 ヵ所 ひっかか る

が 、第1章 を読 み終 わる)お しまい。

読 ん だわ。

父親:よ し。何 を言 って る と思 う?

ドナ:パ パ 、読 んだ って言 ったの よ。

意 味が わか ったなんて 言 ってや しない

わ。

父親:そ うか、 じゃあ もう一 度読 も

う。今 度は 少 しゆ っ く1乳、それか ら声
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あ な た の 責 任
ト ム ・G・ ロ ー ス

私が マ リリンと結婚 して1年 に なる

か な らないか の頃 、デ ビ ッ ド ・0・ マ

ッケ イ大管長 が総大 会で 、 「いか なる

成功 も家庭 におけ る失 敗 を償 うこ とは

で きな い」 と話 され ま した。

出産 をひか えた私 た ちに とって、そ

の霊感 あふ れ る言葉 は非常 に感動 的で

した。 これか ら親 に なろ うとい う理 想

に燃 えた末 日聖徒 の若者 た ちは 、だれ

で もきっ と同 じよ うに感 じた と思い ま

す。私 た ちは 、必 ず子供 を正 し く育て

るこ とがで きる とい っ自信の よ っな も

の を感 じま した。今振 り返 ってみ る と、

何 と無知 な 、 と笑 って しまい ます 。

小 さな子供 が この地上 で義 し く立 派

な一生 を過 ごせ るよ うに 、 自分 に与 え

られ る機会 を無に しな いこ とこそ 、あ

なたの責任 です。

「あ な た が た両 親 は 、 こ の責 任 を

ほかのだ れに も委 譲で きない。」(J・

ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア 「大

会報告 」1951年10月 、p.57)

初 め て の子 が個性 を見せ 始め 、 多少

とも親 としての経験 が始 まる と、私 た

ちは 自分や 子供 た ちの 中に不完全 な点

があ るこ とを感 じ始め ま したDそ れは

驚 きで した。 その ため に、立 派な親に

なるためにはただ気持 だけあってもだめ

醗
壽

だ とい っことが わかるよっになりました。

創 造 力 と霊感 と実行 が必要 なの です。

あ なたは今 までその よ うな気持 を感

じた こ とはあ りませ んか。 た いて いの

親 は一度や 二度 はそん な気持 を持つ も

のです 。そ してその よ うにな る と、一

般 論 は何 の役 に も立 ちませ ん。 その人

に合 った手本 が必要 なのです。

親 とい う一 番大切 な責 任 を果 たす た

め に私 た ちが行 な ったこ とで ひ とつ良

か ったの は、毎 日家 で聖典 を読 む習慣

をつ けた こ とですD私 た ちは毎朝 子供

たち を早め に起 こ して、15分 間聖 典 を

読み ます。体 に毎 日栄養 や運動 が必要

なよ うに 、霊 も毎 日の聖典 の勉強 に よ

って強 くす るこ とが 必要 です 。教 会の

組織 で行 なわれ る系統的 な学 習計画 は

毎 日の聖典 の勉強 と家庭 の夕べ の レ ッ

ス ンを補 って くれ ます。

モー セ は イ ス ラエ ル の 人 々 が 約 束

の地 へ 入る準備 として 、親た ちにこ う

勧 め ま した。

「それゆ え
、 これ らのわた しの言葉

を心 と魂 にお さめ、…… これ を子 供 た

ちに教 え、家 に座 してい る時 も、道 を

歩 く時 も、寝 る時 も、起 きる時 も、 そ

れにつ いて語 り、……」(申 命11:18、

19)
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多 くの家 族が 、 この忠告 に従 って素

晴 らしい経 験 を して い ます。

マ リオ ン・G・ ロム ニー副管長 は1949

年 の 総大 会 で次 の よ うに語 りま した。

「私 は この素 晴 らしい本 をよ く理 解

す るよ うお勧め す る。子供 たちに読 ん

で あげてい ただ きたい。幼 なす ぎる と

い うこ とは ない。私 は何 年 も前 に 自分

の子供 に読 んで あげた時の こ とを覚 え

て いる。 その とき私 は二段ベ ッ ドの下

に寝 て 、息子 は上 の段 にの ぼ り、ニー

フ ァイ第二 書の最 後の3章 を声 を出 し

て 交替 で読 んで いた。 息子 の声 は風邪

をひ いた ようにか すれ て きたが 、最 後

の章 まで読 み終 えたgそ して読 み終 え

るや 、 こ う尋 ねて きた。

『パパ
、パパ もモル モ ン経 を読 んで

泣 くこ とあ る?』

『あ るよ
、時には主 のみ たまがモ ル

る

モ ン経 は正 しい と私 に強 く証 をす るの

で 、その時 は泣 くよ。』

『あ あ、 そ う。僕 も今 その ように感

じたん だよ。』

必ず し もみん ながその よ うに なる と

は思 わない。 しか しこの ように感 じる

人は た くさん いる。私 は、 この書物は

私 たちが読 み 、従 うために主が 与 えて

下 さった とい うこ とを よ く知 ってい る。

そ して、 これ ほ ど私 たち を主 のみ たま

に近づ けて くれ る ものはな い。 さあ、

この書 物 を読 もうではな いか。」(「大会

報告」1949年4月 、p.41)

スペ ンサ ー ・W・ キンポール大 管長

も、若 い ときに 自分の家庭 で毎 日聖典

を読ん でい たこ とを話 して います 。

「私 は子供 の頃に 、初期 の使徒 た ち

や 兄弟姉 妹の感動 の物語 を読ん で、強

い印 象 を受け た こ とを覚 えて いる。 ま

だ執事 に もな らな いほんの少年 の頃 、

屋根裏 部屋へ 通 じる曲が り階段 を登 っ

て行 って は、部屋 と言 うに はお粗末 な

暗 い屋根裏 で、毎晩毎 晩石 油 ランプの

あか りを頼 りに聖書 を読 んだ もの であ

る。ペ テ ロに心 を動か され たこ とを今

で も覚 えて いる。」(「聖徒 の道」1976年
馬
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ブ リカム ●ヤンク大骸 かかつて語
ったひ とつの 言葉 に私 はい また に

強 くひか れて いる。 その言葉 は こ うて

あ る。「兄弟姉 妹 、あなたは聖典 を、1

千 年 、2千 年 、5千 年 の昔 に 自分 て書

い たか の ように読 んて いるた ろ うか 。

あ なたはそれ を記録 した人々の立場 に

立 って読 んて いるた ろ うか 。 またそ う

感 じていない とした ら、そ う感 しるよ

うに努 め、 日々 の行 な いや 会話 、 また

仲 間や 家族 とな しん てい るよ うに、神

の み言葉 の意味 と精神 とに慣 れ親 しん

ていたた きたい司

ヤ ング大管長 は続け て こ う約 束 して

い る。 「そ うすれ はあなた は、予言者

たちか理解 し、考 えた こ と、彼 らか兄

弟 た ちに良か れ とも くろみ計 画 した こ

とを理 解 て きるて あろ う。 あなたか神

の こ とにつ いて何 か をつか む こ とか て

きた と感 し、神か との よ うな御 方か を

知 り始 め るのは その ときてあ る則(「説

教 集」7:333)

私 た ちはた いてい 、たたの傍観 者 と

して聖典 に接 してい る。何 の努力 もせ

す に教 え を受 けた い と思 って いる。現

代 は傍観 者の時代 て 、ほ とん と労 す る

ことなしに楽 しめる時代 てある。 しか し、

聖典 は読 む側 て努 力 を払 わなけ れは興

味 を与えて は くれ ない。ヤ ン グ大 管長

は、聖典 を創造 的 な姿勢 て身 を入れて

読む 必要 かあ るこ とを示唆 してい る。

それは初 め は容 易 てないか もしれ ない

か 、ひ とたひそれか て きれは 、聖 典が

生 盾その ものに なって くる。

モルモ ン経 の記録 のあ る部分 はバヘ

ルの塔 と同 じ位 古 い ものたか 、その教
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子供 た ちの間 の不 和か ら、 自分 の生活

の関心事 に 目が向 くだ ろ う。 あ る人は、

主 の予言者 であ る父 を支持 しな い迷 え

る兄た ちが よ く理解 で きない とい うニ

ー フ ァイの悩 みに 同感で きようし
、 ま

たあ る人は弟 の 「自分 だ けが い い子 に

な って いる ような」 態度 にが まん な ら

ない と思 って、 レー マ ンや レ ミュエル

に同感す るだろ う。 また ある 人は 、兄

た ちみん なか ら愛 と尊 敬 を受 け たい、

兄た ちを手 本に したい と思 うの に、 目

に映 るの は不 和ばか りとい うヤ コブの

立場 に共感す るだ ろ う。

ヤ コブの 少年 時代 の苦 悩 を忘 れて 彼

の書 を読 む 人は、家族 につ いての説教

が語 りかけ る悲哀の 多 くを感 じない ま

まに読 み過 ご して しまう。家族 の衝 突

を見、恐 ろ しい航 海 を経験 し、その上

兄たちの争 い を見 、 リーハ イ とサ ライ

アの最 期 を 目に して 悲 しみ 、 リーハ イ

の死後の家族 の分裂 を見 てニー ファイ

の妻や子供 たちが懇願 の祈 りをす るの

を見たヤ コブは 、 自分 の説教 を家族生

活へ の深 い洞察 で しめ くくって いる。

その後のヤ コブの説教 に は、若 い時代

には ぐくまれた感受性 が 反映 されて い

る。
かがみ

子 が親の鑑 で ある ように、モル モ ン
かがみ

経 では家族 が国の鑑 であ る。従 って モ

ルモ ン経 を読 む ときに、 その家族関係

を忘 れて はな らない。家族 関係は記事

に深み と関心 を添 えて くれ る。兄弟 の

中で争 いが 起 き、ニ ー ファイ人 とレー

マ ン人の間 に戦闘が始 まる とき、それ

らの発端 とな る戦 いが他 人では な く、

お互い よ く知 り合 った親類縁 者の問 の

戦いだ った ことを忘 れて はな らない。

シェレム がヤ コブに反対 を唱 えに来

た とき(ヤ コブ7参 照)、ヤ コブは恐 ら

くシェレム の両 親か 、 そ うでな くて も

少な くとも祖 父母 を知 っていた こ とに

注意 して ほ しい。友 人の 息子 か孫 を見

て、その親 と比べ てみ ない人はい ない

だ ろう。 その息子か 娘が 反抗 的 であれ

ば心配は どんな に大 きいだろ う。 また

友 人、知 人であ るその親 の名誉 とな る

子 であ った ら、 どんなに うれ しいだろ

う。ヤ コブ とシェレムの関係 を考 え る

ときに 、この話 はさ らに意味 深 い もの

とな る。

454

兄 弟 や姉妹 の子 、い とこの子 、親友

の子 な どが 成長 して立派 な大 人にな っ

て い くの を見 るの は興 味深 い ものだが 、

モ ルモ ン経 で もその よ うな こ とが で き

る。モ ルモ ン経 に出て来 る 人々 は私 た

ち と同 じような問題 を持 って いた。従

って私 たちは その ことをいつ も頭 に置

く必要 が あ る。 しか しその問題 は また 、

あ る程度 その家族 的背景 の所産 で もあ

った。 モルモ ン経 では それ らの家族 を

何 代に もわた ってた ど り、家族 に生 じ

た問題 を長 い時代 を通 じて見て行 くこ

とが でき る。 その よっなこ とが こ っも

立 派に で きる本 は、そ うそ う歴 史にな

い 。

教会の責任ある役職 を持つ父母の子

は、イノスの話に特別な関心を抱 くだ

ろう。予言者を父と伯父と祖父に持 っ

たイノスが、どんな思いで森に入った

か、その気持がわかるに違いない。だ

れでも大人になると自分で悟 らなけれ

ばならないことがある。イノスは自分

の価値観 を確立 し、自分の生き方 を定

めなければならなかった。現在それと

似たような状況にある人たちは、イノ

スのような祈 りが今 の自分に必要なこ

とを感 じることだろう。

時には、この重荷に耐えきれない人

たちがいる。このような人は、一人立

ちするには父の道から離れなければな

らないと考 える。残念なことだが、教

会指導者の子供が反抗す る話を時折耳

にする。彼らは仲間に自由な自分 を立

証 しようとして、親の生き方に対して

非難を始めるのである。そのような青

年 男女は、二代 目アルマ とモーサヤの

息子たちの経験か ら学ぶ必要がある。

王や神の予言者 を父に持つ彼 らは、反

抗が幸福や真の達成への道ではないこ

とを知った。

また別の親たちは、 自分 自身が若い

ときに反抗 して、やがて悔い改めて福

音に立ち返 り、親 となった今、自分の

子供が同じ過ちをしているのを見るこ

とだろう。二代 目アルマは、父のアル

マが若いときに ノア王の悪い祭司だっ

たことをどれほ ど知 っていただろうか。

父の若いときの経験 をひきあいにして、

自分の行動 を正当化 していただろうか。

若い時代に問題があった父親は、反抗

したい気持や 問題 を 自分 でよ く知 って

い るが 、迷 う息子に どん な助 言が で き

るだ ろ っか。 その問題 を経験 した こ と

の ある人は 、アルマ 父子 の物語 を興味

な しに読 み流 す こ とが で きるだろ うか 。

祖 父母 が孫 に親 よ りも大 きな影響 を

及ぼす ことが 時々 ある。 モーサ ヤの息

子 たちが その例 であ る とい うつ も りは

な いが 、私 は彼 らの伝 道の苦労 を読 む

たび に、ベ ンジ ャ ミン王 の最 後の説教

を思 い出す(モ ーサヤ1-4参 照)。ま

た、 モー サヤ の息子 たちは その説教 の

写 しを持 って いたの では ないか と思 う

こ とが よ くある、ベ ン ジャ ミン王は 、

孫たちが結局 は 自分の価値 観にならって

その道 を実践 した こ とを大 きな誇 りに

思 ったに違 いな い。

モ ルモ ン経 には その よ うな家族 関係

につ いての記録 が た くさん あ るが 、多

くは 想像 に まかせ られて いる。た とえ

ば 、父ア ルマ の妻は だれだ ったか。ア

ルマ と一 緒 に荒野 を旅 して息子 た ちの

反抗 に苦労 し、アルマ よ り先 に死 んで

重荷 を彼 ひ と りに残 して行 っ た女性 は

どんな人 だっ たの だ ろ うか 。 また、息

子 アルマが宣 教師 として主 に仕 えて家

を長 く留 守 に した問 に、少 な くとも3

人 の 息子 を育 て上 げ た女性 は どん な人

だ ったのだ ろ うか。聖典 の 中で も特 に

立派 な人物の ひ と りに違 いない。

モ ルモ ン経 の最 もお も しろい側 面の

数 々が 、 その 記録 され てい ない部 分 で

あ る。私 た ちはその空 間 を埋 め、述 べ

られ ては いないが ま ぎれ もな く民 の家

族 史であ るその関係 を再 現す る ことが

必要 にな って くる。

モ ルモ ン経 の中の家族 が持 って いた

問題 は永遠の 問題で あ り、現代 の私 た

ちに ぴっ た りあては まる。 それは 人生

普 遍 の面に照 準 をあ てた問題 であ る。

事 実 モルモ ン経は現代 の教科書 で ある。

しか し私 たちがそ こか ら多 くの もの を

得 るために は、創造 的に読書す る よ う

に しなければ な らない。 ヤ ン グ大 管長

が提 言 して いる ように、 自分 でそれ を

書 いたかの よ うに読む こ とで あ る。 そ

うす れば 、予 言者た ちが 理解 して いた

こ とを理 解す る ようにな り、神 の こ と

につ いて何か しらを見出 し始 め るであ

ろ う。
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エ リ ッ ク は 、 な に ひ とつ ち ゃ ん とで き

ませ ん で し た 。 お ま け に 、 し っ ぱ い ば か

り して い ま した 。

あ る朝 の こ と、 エ リ ッ ク は 、 き ょ う こ

そ 、 じ ょ うず に や っ てや ろ う とお も い ま

した 。 き ち ん と きが え を して 、 ベ ッ ド を

き れ い に し て 、 パ ジ ャ マ を た た ん で 、 お

し い れ に し ま い ま した 。 朝 ご は ん の と き 、

お 母 さ ん が い い ま した 。 「エ リ ッ ク ち ゃ

ん 、 お さ と う を と っ て ち ょ うだ い,」 エ

リ ッ ク は 、 お さ と う を と っ て 、 お 母 さ ん

に わ た そ う と し ま し た 。 そ の と き!ひ

じが ジ ュ ー ス の コ ッ プ に あ た っ て 、 コ ッ

プ を ひ っ く りか え して し ま い ま し た 。

「ど う して
、 お ま え は な ん で も 、 ち ゃ

ん と で き な い ん だ い?」 お 兄 ち ゃ ん の

ア ラ ン が い い ま した 。 エ リ ッ クの 目か ら 、

な み だ が ポ ロ ポ ロ あ ふ れ ま し た 。

ご は ん が お わ る と、 エ リ ッ ク は お に わ

に 出 て 、 ぼ ん や り し て い ま した 。 へ い に

よ りか か っ て 、 か ん が え ま した 。 「き ょ

う こ そ じ ょ うず に や ろ う とお も っ た の に

… … ぼ く
、 や っ ぱ りだ め だ 。」 くよ く よ

か ん が え て い る う ち に 、 エ リ ッ ク は 「そ

しつぱいぽかりの

工りリワ

智
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ヨ セ フ
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0
0

誓

み な さ ん は 、 ヨセ ブ とい う名 の 人 を 、

何 人 し っ て い ます か 。 リー ハ イ の 子 の ヨ

セ ブ 、 エ ジ プ トに う ら れ た ヨセ ブ 。 そ う

で す 、 ジ ョセ ブ ・ス ミス の ジ ョセ ブ とい

う名 もむ か しふ うに よむ と ヨセ ブです ね。

00

リー ハ イ は 、 主 に み ち び か れ て 、 家 ぞ

く とい っ し ょに エ ル サ レ ム を 出 て 、や く

そ くの 地 へ 行 き ま し た 。 とて も た いへ ん

な 、 た び で した 。 け もの を とっ た り、 た

べ もの を さが した り し な が ら、 あ れ の を

8年 も、 た び し ま した 。 そ し て 、 主 が お

し え て くだ さ る とお りの ほ う ほ うで 、 ふ

ね をつ く り、 うみ を こ え て 行 き ま した 。

や くそ くの 地 に つ い て 、 しば ら くす る と、

リー ハ イ は年 を と り、 しぬ ば か りに な り

ま し た 。 リー ハ イ は 、 レー マ ン 、 レ ミュ

エ ル 、 サ ー ム 、 ニ ー フ ァ イ 、 ヤ コ ブ 、 そ

し て さ い ご に 、 す え っ 子 の ヨセ ブ を し ゅ

くふ く し ま し た 。ヨセ ブ に は 、エ ジ プ トに

う られ た ヨ セ ブ の は な し を し ま し た 。

ヨ セ ブ は とて もお 父 さ ん に 、 か わ い が
車.
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日々の恵み

福音 に従 い、主 を愛す る 日々の経験 は、一つ一

つ末 日聖徒 の胸 に刻 まれ ていきます。これ はだれ も

が持 っている物語 です。証 を強 くした経験 、祈 り

が答 えられ たこ と、神権 の祝福 、愛す る家族や友

人 の受けた霊感 、教会 の活動 を通 して得 た報 いな

ど、あ なたの経験 をみんなで分 かち合 い ましょう。

宛先 は東京都港 区南麻 布5-10-25中 正 堂会館

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会翻訳事業部 八木

沼修一

私の心を変えた

アルマ書32章

エ ル マ ・J・ バ ー ベ リ

私 は気 むずか し屋 で した。若 い ときの ある苦 い経験 に よ

って、人が信 じられな くなったの です。私が いつ で も文句

を言 うので、み んなは私 をなか なか受 け 入れ ませ んで した。

宗教 は、弱者の逃 げ場だ と思 ってい ま した。私は 自分 の能

力 に強いプ ライ ドを持 ってい て、神 が いるか いないかな ど、

いっこ うに無頓着 で した。

そんなあ る とき、会社 に新 しい秘書が 来 ま した.。彼女 は

快 活明朗な社交 的な性格 で、私 とは まる っき り違 って いま

した。彼女 は うぬぼれが な く、だれかが 支 えてあげな くて

もちゃん とや って行 け そ うで した。心 に強 い力が あ って 、

ま るで光の よ うに、彼女 か ら何 か特別 な ものが 発散 して い

ま した。彼女 は末 日聖徒 で した。

私 た ちは良 い友だ ちにな りま したが 、彼女 を もっと知 る

よ うにな ってか ら、私 は 自分 の人生が何 と空虚 な ものか 、

知 り始めたの です。宗教 が彼女 の生活 に非常 なウ ェー トを

占めてい るこ とに も気が つ きま した。 それが彼女 の 「何か

特別 な もの」 とで も言え るの で しょ うか 。彼女 は私に宗教

のこ とをあ ま り話 しませ ん で した。後 でわか った こ とです

が、彼女 は、私 は教 会に 入 らない ものだ と、勝手 に決めつ

けて いたのです。 た しか に私 の態度や生 活 は、そ う考 え ら

れて も しか たの ない もの で した。しか し、彼女 がほんの ち ょ

っ とモルモニ ズムの話 をしたのが 、私 の興味 を引 きま した。

私 は 自分 で研 究す る と心に決 め ま した。論理 的な思 考や

客 観的な調査 には 自信 があ ったので 、公共図書館 へ行 き、

モルモニ ズムに関 して賛 成反対2冊 ずつ の本 を借 り出 しま
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し た 。(か たよ った 見方 を した くなか ったわ けです。)と

ころが読 み始め る と、奇 妙 なこ とが起 きました。それ まで

宗教 に関 して受 け入れ られ ないでい た点の全部 が 、モルモ

ニ ズムの中 にはなか ったの です 。 その上 モル モニ ズム には

新 しい概 念 と教 義が あって 、 しか もそれが真実 の よ うに、

何や らな じみや す い ように思 え ました。

これは モルモ ンの哲学 をひ ょっと して受け 入れ るか もし

れ ない そ と、私 は ろ うば い しなが ら もそ う感 じ始め ま した。

4冊 の本の 中には モルモ ン経 の こ とが い ろいろ言 われてい

ま したが 、たいて いはモ ルモ ン経の擁 護か 、モル モン経の

起 源に対す る攻撃 で した。 内容 に関 した こ とはほ とん ど出

てい ませ んで した。 反対派 の著者が ひ と り、モル モン経は

実 に珍 しい本 だ 、 なぜ な ら、読ん だ人 は下 劣 きわ まりな

い明 らか なペテ ン と感 じるか、 さ もなけれ ば神の霊 感に よ

って書 かれ た と感 じるか の どち らかだか ら、 と言 ってい ま

した。私 は 、その本 を 自分 で読 んで 、何 がそん なに珍 しい

のか知 う っ と決心 しま した。

読み始 め る と、 また別 の何かが 起 き始 め ました。わけの

わか らない経験 を幾つか しま したが 、それはみ んな悪 い気
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な気 負わ ない感 じで した。 しか し何ペー ジも行 かない うち

に、 これ は素晴 らしい本 を見つ けた ものだ と思 い ました。

涙があふれ 出て頬 を濡 らし、この上 な く心 地 よい スピ リッ

トがあ るよ うに感 じま した。私 は初め 、帽子 をかぶ った ま

まで読 ん でい ましたが 、す ぐに、 この ような本 は脱帽 して

読 むべ きだ と感 じま した。

今 で も思 い出す んですが 、モル モ ン経 を3日 読 んで、何

か素晴 らしい霊感 を受 け たよ うで した。 自分の知 る限 りで

は真実 の本 の よ うに思 えま したが 、それ で もどの みち矛盾

がみつか るか と思 ってい ま した。

私 はその本 が素 晴 らしい と思 ったの で、宗教 心の あ る近

所 の人の ところへ 持 って行 き ました。 さぞや興 味 を持 った

だろ うと思 い きや 、3日 して また行 ってみ る と、彼 はその

本 をけな し、聖 書の二 番せ ん じだ と言 うの です 。私 は本 を

図書 館に返 しました。 そ して夏 中ず っ とその ことを考 え続

け ましたが 、それ で もその本 は聖 書 と同 じよ うに矛盾 が見

つ か りませ んで した。

その年 は弟 の スウェ ンが手伝 い に来 て くれ てい ま したが 、

秋 の土曜 の晩 に彼が ゲテ ィスバー グに行 く支度 を して いた

とき、図書館 に寄 って司書か らモ ルモ ン経 を貸出 して もら 』.

う よ うに頼 み ました。翌 日は 日曜 日で したが 、家畜に え さ

をや ってか らす ぐ、そ うや って借 りたモル モン経 を、朝 か

ら読み始め ました 。そ して夜寝 るまでに全部 を読み上 げ ま

した。 この ときは以 前 よ りもっ と感動 しま した。図書 館に

返す前 に もう一度読 み通 しましたが 、私 はその本が真 実だ

とい うこ とが わか りました。

図書館 にはモ ルモニ ズム につい ての本は それだけ で した

が、 ソル トレー ク ・シテ ィー のデゼ レ ト書店 を紹介 して く

れ たので、それか らの2年 とい う もの、ア イパーは何 冊 も

本 を注文 してす っか り改宗 し、教会 の教義 に非常に詳 し く

な りま した。 しか し彼は ひ と りの末 日聖徒 に も会 った こと

が な く、つ いに 自分 で ソル トレー ク ・シテ ィー ヘバ プテ ス

マ を受け に行 こ うと決 心 しました。

旧式の フ ォー ドでワ イオ ミングの荒 野 を何 キ ロ も旅 す る

のは 勇壮 な どころか、 と きどきス トップ しては、車の わ き

で先へ進 む力 を祈 りました。 彼が初め て会 ったモル モ ンは 、

ユ タ北部 の給 油所 にいた不活 発な ス タン ドマ ンで 、こ こで

また、先へ進 むべ きか ど うか迷 いま した。 しか しその翌 朝 、

遂 に彼 は ソル トレー ク ・シテ ィー に到 着 し、テ ンプル スク

ウ ェアの 外に駐車 して、夜 警に教会へ 入 りにや って きた と

話 しま した。 その 日曜 日、ア イパー は生 まれて初め ての末

日聖徒の集 会 で証 を しま した。彼 はこ う言 ってい ます 。「聖

徒 たちが証 をす るの を聞 いて、 どんなに うれ しか ったか。

と うとう本当の兄 弟姉 妹 たち と会 えたん です 。集会が 終わ

る と、ほ とん ど全 員が握手 して くれ ました司

1934年10月1日 にバ プテ スマ を受 け たア イパ ーは 、 しば

ら くの間 ソル トレー ク ・シテ ィー で働 きま した。 しか し長

老 に聖任 されてか らは、サ ウ スダ コタへ帰 って教会 を建 て
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る手伝 い を しよう と決心 し翌春 の種 まきに間に合 うよ うに

出発 しました。

ア イパ ーは北部 中央.諸州伝 道部の伝 道部 長か ら自宅 で 日

曜学 校 を開 く許可 を得 、間 もな く ミル ドレ ッ ド ・ネル ソン

とい う美 しい教師 を改宗 に導 き、彼女 と結婚 しま した。 そ

の後近所 の人た ちが 福音 を受 け 入れ始め ました。 この頃に 、

私 の家か ら8キ ロほ どの所 で始 まった風変 わ りなその事件

を、近所 の人が私 の父に話 して くれ ま した。父 は、た いて

いの教会 は社.交 クラブの ような もので 、女 は最新 流行 の服

を見せ び らか しに、男は その週 の 自分の仕事 の ため に正直

者 ぶ って出かけ る と考 えてい ま した.そ こで 、 「その変 わ

り者の無学 な スウェーデ ン人に少 々教 えてや ろう」 と腰 を

上 げ たのです。

私 たちの第1回 目の集会 はひと部 屋 の学校 に20人 くらいの

人 を集め て行な われ ました。半分 は福音 を研 究 してい る人

た ちで した。ア イパ ーの な ま りが ひ ど く、私 には何 を言 っ

てい るのかほ とん どわか りませ んで したが、 ス ピリッ トは

感 じま した。 それは胸 を熱 くし、心 を奮 い立 たせ るもの で

した。 父 と私 はその こ とで さん ざん議論 しま した。そ して

父は1年 もたたない うちに大草 原の 池でバプ テスマ を受 け

ました。それか ら遅 れ て、残 りの家族 もバプ テスマ を受 け

ました。

1948年 に25人 の 改宗 者 でゲテ ィスバー グ支部 が組織 され

る と、ア イパ ー ・サ ン ドバー グが初代 支部長 にな り、何年

も前 に教会 貝 と して確 認 された と'きの約束が 成就 され まし

た。私 の父 は第一副 支部 長 で した。

その支部 は、伝道部 の 中で も特に珍 しい支部 で した。全

員 と言 って も良 い くらいが農 家の 人たちで 、大学 教育 を受

け た人が大勢 い ま した。た いてい夫や 父が先 頭に立 って 、家

族全 貝で 教会 に 入るのが ほ とん どで した。神権指 導者 はた

くさんいて、大半 の女性 は ピアノや 音楽 の指 揮 ができました。

サ ン ドバー グ兄弟の影響 を受 けた良 い例は 、テ キサ ス出

身の トンプ ソンー 家 です 。 トンプ ソン夫 妻は どち らも高等

教 育 を受 け 、高校 で教 え るか たわ ら農業 をや って いて 、プ

ロテ ス タン1・教 会の活発 な信者 で した。 それが 、5人 の息

子 ともどもサ ウ スダコ タに農場 を持 とう と決意 したの です。

彼 らが ハ イウェイ を走 って いる と、 ゲテ ィスバー グか ら13

キ ロほ どの所 の小 さな教 会が 目に とまりま した。一家 は好

奇 心 と、 トンプ ソン氏が テ キサ スで 見た夢の影響 もやや あ

って 、ア イパー 兄弟 と面 識 を持 ちま した。彼 らはア イパ ー

兄弟 の間違 いを悟 らせ よう としたの です が 、1年 も経 たな

い うちに、支部 の活発 な会貝 にな りま した。

ゲテ ィスバー グ支部が 今あ るの も、ひ とえにア イパー ・

サ ン ドバ ー グ と1冊 の モルモ ン経 のおか げです。 ア イパ ー

兄弟が1949年 に 小型 トラ ッ ク事故 が 原因で亡 くな った 日、

私 は支部 で最初 の宣教師 に召 され、伝道 に出 ま した。 それ

以来 、大 勢の・人が世 界中に伝道 に行 きました。 ア イパー 兄

弟の5人 の 息子 も、奥 さんの ミル ドレ ッ ド姉 妹 も。 まだ小



69ラ

幸聾…奪2「詳喬亘μ妾コリ=」(ゴ・字謡財ω々「1名μ身索暇(〃

轟¥。4つ郵()一り9望導;孕諺規翼雪募(〃是竈(Σ準㍗へ昂

9号⊃1等痔日宰障¥(〃画請禍1量(ぬ腫'寧腱(〃∫轡享当)免
O^/

吾翠婁払2澤辮踏'弘ぞ£窪9f離…ギ(〃融・<缶4rま。/ソ」往

準6(群ゆ宰象⊆ア?(纏罫)・へ・≧し〉黛)204年)4∠・

Eぐ尋9了専「肖尋44よ髪羊いへ2々蟹'》(浮[母)り準事

。4りゆ轟魁嘩零:¥:凋融・〈}4r}耳1ソ聖).(浮雌'》しマ⊃1狸

=γコ当現)・へ》「母蝉埆(∠)弓聯ω「[名9功測'叩畢:響詣申↓

=Lレζ<壬.レv・ヨ・<Erさ

暴く}4r}

⊇4u>ユ「ど瑳皐:是=竈

(雛:塁管ア⊃冨ん〔

ムト・・く44・〔管=γ望21野鼻ω目曇εωんレノン・凶レ語rゆ

。4「馨(
{辛畢刷.,)禦帽')鼻孝鴻壬(〃僻¥')つマ製竈

尋・り'う澤罫事劇∠.レ該・`t。4「準コ贈Y⊃　(隼く忌・ズ‡(∠)章

醤)・〈rlωト11陵τ＼A4「口」⊃1腿塑⊃塀当一ぞ(44…辺竈)'1を

。=γつ羊臼:}皐ム×
,≦二}・寧}∠ゆノン・4r曽工τミ喜(〃¥2よ

髪法イ1'》氷μ蝉聯耳コ1.ムご}F血トト斤く4ぐミ⊃域・8ε81

。幸弘ω4し

r一一

三γ羅く…士雫まμ1窄妾P4し詳n量詳γ嬰コ咽謡z'2η勲

詳γ製弘準・駐εつ。(〃⑫(曇9(マ:真£パソ;聖腿弓:⊃1・4翻'ぞ(Σ

ψ卿》裂》丈唱臼孝率。44し留ぞ4>(ンμ晦⊃1#〉髭')し

畢2岱≡亘[一學:=～ム乙ム乙」。羊一事丸へ)し呈←⊃畢マ='ω塁=～

⑦弘)謬拝P乳…艶。4コ季(い4コ⊃1鴎4噂畢(〃辺量。4「季

咽「(膚R〔い字し「'》4し畢率,)昌半(をマ翠宰1)乳剃。・9(/ソ

吾準6(ぎ寧にレ宰4肖コ壷ω(ぎ〉つ§季宰1ηを'マ享勲劇妥

士コ率(〃陥〉二導轡}4尊剰)つ←老。4コ翠婁・へ払!ソ製v

瓢母ηを'百尋率ω隠ぞ準萸r尋目コ,細1。4つ季つ諦多立

}(4髪》挺(グ∠く〃'コ。〉卒ぞ管9瀦4重平痒はレ忌r[
。4!1準「雲昌半孝×

∠〃(〃¥(〃喜勘')し呈ぞ「ア9?(ぎマ(ンア(4⊃1中(〃'∠<

〃ω(ぎ'(ゴ4し二>4穿袈魁)率コ鼎(〃£塁}'払レ.善ru
'コ,ミ12管勲

・4叩劉缶辞。=γ11翠つu珍弘)の量¥‡1.ム塚姜rl

Q4「頚拝逃払へつ雲に頻母曇」継}[則(〃老)諸2匹'払

⑦曾叩=1身班μ在}准(ρ.ムレ語自').つ〉(ぱn(ゴ4η老

。4つ
,)γ

吾準穿蜘尋塵(〃払レ忌rl'μq量'いA才受(ぎ)一q暴μぞコ

尋匝:¥)しマ=捌呆専拳憲宰に1中(〃妾。4「準q)/1謡秘(ン

・へ浴いへ尋零π1(4コ牽ωをア冷后頃払梶41【。4「享

q》つ;騨瑠・4・へ脚国些号コ騒礎ωよ撫郵'津n爆)一

しφrμ(1摯率)偏f孝率ω弘)(42(4(ぎ(〃魯車⑫:塁万寧IY

ω朔進04『零!〕目白笙=1靭逸〉つま呈コ∫～重1(Σ・字律マリ老翻

1劇肖目ぞo'臼・9〈工聾'麹:・〉・喜葵¥'母・丑灘ω率判尊剃

。4「準
・へ).

「車陽口9ア4つ箪狸μ管準'弘雷立蟄髄垂鐸はレ忌1![劉

ω老＼》(ρ4し・4・字μ[劉牟口。4つ翠婁聡軍n凄弘)準管望認

》裂螺辱')n孝9重⊃1壷μ宰(〃妾黛彰日⑦¥ω疹穿鞠(〃妾
。鼻)←妾4臼誉蓼邊由q聯いへ2(Σq

)η・4是μ2コ管(ぎ(〃耳埋障婁¥'マコ尋f餅¥穿)冴)一し

2⊃消弓i艇;f剛率㌧4ゑ,)(〃・璋・へ)窯真撃回剰2コ辞

γ嬰。4「獅A呈ぞ耳/ソ袈ぞしゑ中脚マη畢婁賜(〃9(〃薄

'詳γ袈孝率(〃妾ンΩ
一渤4準'黛隙羅(〃老宰はン必rI

。4つ準(()窒算6塁し朝割

勲詳紐ω宰＼瞬玉)γ吾準吾甲・へ留秘量M詳γ聖魎賜・

ω率。4「準つ嬰⊃1翼寒ぞ詳γ嬰畢率(〃冊1払中(〃壷中彰凹

マρ劉岳目')/〕叩塁律(ゴ・4d∠・こ〉髄(Σ(ぎ'助(〃鵜士'判

(り準耳油・OI81)∠・ン孟・一≠4・5・凶ン語∩(〃舟甘*(〃推

(9・♀携圭

(Dく八/(キ刈∠:・一△一△・∠:rl△・6んzレζ)

魯1丑(o牲⊇4冒皐壷卑裟

o享払

(〃駆へ)臼裂マ導畢皐割ω寸×ltギ)担鷺ωユ総礎妾黛も・

'〔母マ旨講(凋呆ギー嬰×'刻呆d一ム嘩(乞q(乞q壱暴男奄誉

蝿不＼¢Yこγつ当)免)し了⊃π瑳(〃剃マ宙宵一》髪凶。幸

準喚字菖弓聯(∠)=1.腐Y99,)灘逸81稀)右＼字息)刻呆葦母喜



るの を聞 いて も、明瞭 な思考 が できない でい ました。 現世 に在 るのは幸福 を得 んため であ るd(IIニ ー フ ァイ2

心 か ら望 んで いるひ とつ の真理 を持 っていない こ とを私:23、25)

は 、 その真理 を捜 し求 めて いてモル モ ン経 に巡 りあったの 疑 い もな くア ダム とイブは 、私 た ち と同 じように良 くな

です。私 はモル モン経 に非常 に啓発 され ま した。真理 をむ い選 択 の結果 を被 りま した。 また、・正 しい選択 をした とき

さぼ るよ うに して 、聖書 と照 らしあわせ なが ら、7ヵ 月 ち には 、私 た ちが 感 じる ような同 じ喜 び を感 じました。

よっ との間に5回 読 み上 げま した。 それ まで似 たよ うな こ イザヤ書 と旧約 の このす く・れ た予 言者 の霊 的 な偉 大 さを

とに時 間は使 い ま したが 、それ は一生 で最 もや りがいの あ 理解 す る上 で、 モルモ ン経 が特 に役 に立つ こ ともわか りま

る仕事 で した。 した。 イザ ヤの素晴 ら しい予 言 の数々 は、モル モ ン経 と合

モルモ ン経 について一 番び っ くりしたのは 、聖 書が それ わせ て読 む と誤解 の余 地 なく明確 に理解することが できます。

ではっ き りした ことで した。初 めは どうしてそ うなのかわ 「 またモル モ ン経か ら知 った こ とは、 旧約聖 書の 中で神 か

か りませ ん で した。聖書 とモルモ ン経 は対 とな り、エ ゼ キ・ ら受 けた大 きな約束 をイスラエルが 主張す る上 で、異邦 人

エ ル37:16、17に あ る次の聖 句 を成就す る必要 が あったの が それ を助 けて重要 な役割 を果 たす とい うこ と、つ ま り彼

です 。「人の子 よ、 あなた は一 本の木 を取 り、その上 に 『ユ らがみ手 の器 となって全 人類 に救 い をもた らす とい うこ と

ダお よび その友 であ るイスラエルの子孫 の ために』 と書 き、 で す。(1ニ ー ファイ22:3-12)

ま た 一本の 木 を取 って、 その上 に 『ヨセ ブお よび その友 で モル モン経に は聖 書の教 えを裏 書 きす る同 じ教 えが あ り

あ るイスラエルの全家 の.ため に』 と書け 。 これ はエフ ラ.イ ます。 また、ア ルマ 書32章 で信仰 を知識 と比べ て良い種 に

ム9木 であるゆ 璽 嘩 妨 輪 わ壁 国・や の木とな たとえているなど・聖割 ・はないモルモン経鮪 の教えも

せ。これ らはあなたの手で一っになる旬 あ ります。モルモン経の中の信仰に関す るこのす ぐれた章
ノ

私は・工骸 功 鋸 う木が・麓 巻興 た勧 か本で は・信仰について・轄 の教えに対する理解を大いに増し

あるこ.ζ蜘 ・でいれ 船 それ壁 音騨 ・者が言うよう てくれました・

に旧約聖書噺 約聖書鮨 すばず働'
.ヴません・なぜなら モルモン経の核心は・仁 スがキリス トであり・神の御

エフライムを通 じたヨセウの支族は、旧約 も新約 も聖書 と ・子 、私たちの救い主であるというその証 です。それはまた、

はぽとん ど無関係だったからでず1と 、ごろがユダ族は聖書 聖書 を通 じて流れるひ とつの大ぎな主題でもあ ります。救

全体 と密接 な関係があります。・聖書の偉大な王や予言者や い主 としてのキ リス トの神性に対す るモルモン経の概 念は、

ダビデφ王家は鼠ナザヒφイエスも含めてユダから出てい ・ 新約聖書に生 きている、かのイエスを浮彫 りに して くれま

きす。山方、母 ルモン経ほす ぐれたニーファイ人の予言者、 す。・

主、判事だちにょら て記述、'編纂 され ましたが、その人た 聖書があるからキ リス トには もう証人などい らない と言

ちは皆▽午7プ トに牽 .←れたヨセブの子孫です。答えは明 うモルモン経に反対する人め意見は、マ ダイ伝があるか ら

瞭です6エ ぞキ土ルφ予言は聖書 とモル毛≧緯 を指 してい 同 じょうなごとを言うあ との3つ の福音書はいらないとい

や②です㌔、・、、 うの と同じです6四 福音書が互いに支持 し、証 し合 ってい

:それまで慣れ親 しをでさだ警吉の奉本白勺存教 えが、ほか るように、モルモン経は聖書を証 しています。

に もた ぐさろ隼 気 を与 えて くれ ホレた6イ ェ スはパ レスチナ で3年 間 み業 を行 な い、ニー ファイ

私は 人類 の永遠 の救 いに とって 、ア ダムの堕落が 必要 だ 人の間 には数 日お られ ただけで したカく ニー ファイ第三 書の

ゐ た とい う本 当の意義 を以前 は理解 で きないで いま した。 記 録 でニー ファイ人 に対 す る主 の愛情 とニー フ ァイ人の主

しか しモルモ ン経 を読ん で、ア ダムは従来 の キ リス ト教 で に対す る強 い思 い を知 る と、地 上 での主の生涯 が新 たな展

言 うよ うな人間 の堕落 を引 き起 こ した悪者 では ない とい う 望 を持 って き ます 。.私た ちは、イエ スが地球 の片側 の人だ

こ とを知 りま した。私 たち人間 の代 表 であ るア ダム とイブ け でな く、 もう片側 の人の ために も来 られ た ことを知 って

は 、無知 の状態 をなげ うって 、善悪 の選択 とい う重 大 な責 い ます 。 「わた しには また、 この囲 いに いない他 の羊が あ

任 を負 ったの です。."る 」(ヨハ ネ10:16)と い う新約 聖書 の イエ スのみ言葉 が 、

無邪 気で清 らかな幼 な子 は 、なん と愛 らしい ことで しょ 大 きな意味 を持 って くるの です。・ ＼

うか 。 しか し同時に 、 もしその幼 な子が 無知 と清 さをその モルモ ン経 は主 のみ たまに満 ちてい ます 。同 じみた まを

ま まに、成長す るこ とな く、行動 に責 任 を持つ ことが で き 持 って それ を読む 人は 、必 ず それが真 実 だ とわか ります。

ない としたな ら、なん とい う悲 劇 で しょうか。 モル モン経 イエス ・キ リス トを愛 してい るな らば 、・モルモ ン経 を愛す

の 次の聖句 は、貴重 な意味 を持 って き ます。.「 また 、アダ るで し ょう。「モル モ ン経 はイエ ス ・キ リス トを証 して いる

ム とイブ は子供 を もうけ るこ ともなか ったであ ろ うし、 そ か らです 。

れか ら不幸 を知 らないか ら喜 び もな く、罪 を知 らないか ら

善 もなさず 、1その ま ま罪が無 い状態 に留 ったで あろ う。

アダムが堕落 したのは人類 を生ず るため であ り、 人類 が 亀
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質 疑 応 答
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禰夢

罷 姦

教会教育委員長

調 罐

羅1
噸 、噸
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幽「灘

麟欝
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〆

霧

ー

鯨
《
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ロロ　ぼ 　 　

諺 慧 、 。
『 ♂』」1

、 ど1

鋼:聖:・,　セコ に　

膨欝

ダ

ジ エ フ リ ー ・R・ ホ ラ ン ト'

ニーファイが レーバ ンを殺 した ことを、教

会員でない友だちにどう説明 した らよいで

しょうか。聖典 らしくない と拒否する人も

い ます。

レーバ ンの命 を取 った こ とにつ いて話 す とき、忘れ てな

らない こ とが 幾つか あ ります 。

1.ニ ー フ ァイの小 版は大 きさも内容 も限 られて いるの

に、ニー ファイは その出来事 をわ ざわ ざ詳細 にわ たって念

入 りに記録 して いるこ と。 自分で も実行 がむ ずか し く、 ま

た大勢の 人に誤 解 されて いる行 動 を、そ んなに して まで将

来の読者 に残 した わけは何 なの で しょうか。 簡単 に省か な

か ったのは どうして で しょ うか。小 版に は 「神 と俗世 間の

仲 間で ない者 を喜ばせ るこ と」だけ を書 いて、 「人間に と

ってね うちのな いこ とで この版 をふ さい ではな らぬ」 と言

ってい るの です が。(1ニ ー フ ァイ6:5、6)。 そ れが

ひ とつの糸 口だ と思 い ます。

2.ニ ー フ ァイが何 と して もレー バ ンを殺 そ う とした と

考 えるの は間違 いです 。彼 は青 年 です し、か た き討 ちが普

通 に行 なわれて いる不穏 な紀 元前600年 とはい え、ニー フ

ァ イは 「どんな時に も人の血 を流 した こ とはなか った」の

です(1ニ ー フ ァイ4:10)レ ー バ ンを殺 さなけれ ばな ら

ない理 由はひ とつ も見当 た りませ ん。子供 の頃か ら 「殺 し

てはな らない」 とい う戒め を教 え られて い ます し、彼は初

め 、み た まの勧め をも拒 んで い ます。

472

本 誌の解 答 は問題 解決の一助 として与 えられた もので

あ り、教会の教義 を公式 に宣言す るもので はない。

3.聖 書 を読む 人は 、シナ イ山で人の命 を取 ってはな ら

ない とい う戒 め を受 けた モーセ 自身が 、主 は殺 し、 また生

か し、傷つ け、 またいやす とも歌 って いる ことを思 い出す

で しょう(申 命32:39)。 現 実 に そのモーセ が、 シナ イ山か

ら下 りて十戒 もまだ胸 に新 しい うちに 、イ スラエ ルの偶像

崇拝 者 を3千 人 も殺 して い ます。全 く偏 見 を持 たず に見れ

ば 、ニー フ ァイが レー バ ンの剣 を奪 い 、一 国 を守 るため に

レーバ ンを殺 した と聞 いて顔 をしかめ なが ら、 ダビデが一

国 を救 うため に ゴ リア テの剣 を 「さやか ら抜 きは な し、そ

れ を もって彼 を殺 し、その首 をはね た」(サ ムエル上17:

51)こ と を、手 のひ ら をか えす よ うにあ っぱれ とほめ る こ

とはで きな いはず です 。 この こ とにつ いて は聖 書 もモルモ

ン経 も類似 してい ます 。

4.ニ ー フ ァイの前に泥 酔 して倒 れて いた レーバ ンは 、

リーハ イの家族 に対 して悪事 を働 いて い ました。 あ ま り詳

し くは記録 され てい ませ んが 、レー バ ンは少 な くとも次 に

あげ るよ うな こ とをして い ました。(1)神 の 戒め を守 らな

か った 、(2)潔 白 な レーマ ンに盗 みの嫌疑 をか けた1(3)

欲 をむ きだ しに リー ハ イの持 ち物 をね らつた、(4)リ ー ハ

イの持 ち物 をす っか り奪 った 、(5)ニ ー フ ァイ とその兄 た

ち を2度 まで殺 そ うと した。聖 きみた まの言 うところによ

れ ば、 レー バ ンは主 の手か らニー フ ァイに渡 された「悪 人」

(1ニ ー フ ァイ4:13)な の です 。

5.「 悪 人」 に対 す る旧約聖書 の厳 しい裁 きを別 にす る

として も、私 たちの神 権 時代 を治め る律法 の中 に、ニー フ

ァ イに下 され た厳 しい命令 の根拠 が見つか ります 。主は予

言 者 ジ ョセブ ・ス ミス にこ う言 われ ま した。

「また己が罪 を悔 い改め ず してこれ を告 白せ ざる者は
、

汝 らこれ を教 会の前 に 引 き出 して、神の誠 命 または啓示何

れ か聖典 に示 され た るが 如 くに処 置すべ し。汝 らこれ を神

の御 栄 の顕 れん ために なすべ し。 もとよ り汝 らが 彼 を赦 さ

ざ るため にあ らず 、 また彼 を憐 れ まざるために もあ らず 、

汝 らが律法 の前 に義 し とせ られ 、汝 らの立 法者 を して怒 ら

せ ぬため な りd(教 義 と聖 約64:12、13)

レー バ ンに対 す る処 置は 「啓示」 に よる もの で、ニー フ

ァイは初め は し りごみ しま したが 、 「立法 者」 であ る神 の

怒 りにふれ ない よ うに、結局 は レー バ ンを殺 さなければ な

らなか ったのです。

6.で す か ら、律 法の適 用は立法 者 の命 に よって変 わる

こ とが わか ります 。私 たちに とって もまたニー フ ァイに と

って も大切 な こ とは、真理 をささや く聖霊 の声 を知 って そ

れ に従 うこ とです 。予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスは こ う教 えま

した。 「神 は 『あなた は殺 して はな らない』 と言われ 、ま

た別の ときには 『すべ て滅 ぼせ 』 と言 われた。 これが天 の

王 国 を司る原則 であ る。す なわ ち啓示 によ り、王 国の子 ら

が 置かれ た環境 に応 じて適 用す るの であ る。 た とえ私 た ち
屯
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四 福 音 書 の 対 観 表(鋼 よ物続く)

第4の 時期:ガ りラヤ に お け る 伝 道

A.ガ リラヤに帰 ってか ら,十 二使 徒 を選ぶ まで

(「四福音書」第16-17課)

出 来 事 場 所 マ タ イ マ ル コ ル カ ヨ ハ ネ

カ リラヤて福音を教える ガ りラヤ 4:17 1:14-15 4:14-15 4:45

役入の息子をいやす カナ 4:46-54

ナサ レて拒まれる ナザ レ 4:16-30

カベナウムて教え る 力ベナ ウム 4:13-16 4:31-32
1

ヘテ日、ヤコプ、アンテレ、ヨハネを召す カ リラヤ 4:18-22 1:16-20 51-11

汚れた霊を追い出す
日

力ヘナ ウム 1:21-28 4:31-37

ベテロのしゅうとめをいやす。数多くの奇
口

力ヘナ ウム 8:14-17 1:29-34 4:38-41

跡を現わす

旅をしなから福音を宣へ伝える カ リラヤ 4:23-25 1:35-39 4:42-44

らい病 人をいやす カ リラヤ 81-4 1:40-45 5:12-16

中風の者をいやす カペナ ウム 92-8 21-12 5:17-26

マタイを召す カ リラヤ 99-13 2:13-17 5:27-32

断食について語る(カリラヤの海の付近) 9:14-17 2:18-22 5:33-39

第2回 目の過 越の祭 エルサ レム 51-47

弟子たち 、安息 日に穂をつむ カ リラヤ 12:1-8 2:23-28 6:1-5

片手のなえた人をいやす カ リラヤ 12:9-19 31-6 6:6-11

カ リラヤの海 辺へ退 く 12:15-21 37-12

十二使徒の聖任 カ リラヤ 10:1-4 3:13-21 6:12-16

注:こ こ で言 う 「ガ リラ ヤ 」 は 、 サ マ

リヤ 北 方 の パ レ ス チ ナ を指 し、 東 は

ヨ ル ダ ン 川 とガ リ ラ ヤ の 海 の 西 岸 で

区 切 ら れ る。
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第4の 時期:ガ リラ ヤ に お け る 伝 道(続 さ)

B.]」 上の垂刮1を教 えてか ら北部 ガ リラヤへ旅立つ まで

(「四福音書」第18-23課)

出 来 事 場 所 マ タ イ マ ル コ ル カ ヨ ハ ネ

山上の垂訓1 5-7章 6:17-49

百卒長の僕をいやす
口

力ヘナウム 85-13 7:1-10

ナインでやもめの息子をよみかえらせる ナ イン 7:11-17

ヨハネ、使いの 者をイエスのも とへ

遣わ して問 う
力 りラヤ 11:2-19 7:18-35

罪の女、イエス に香油を塗る カ リラヤ 7:36-50

カ リラヤの町々村 々を巡る 力 りラヤ 81-3

盲 入のお しを いやす
o

力ヘナ ウム 12:22-23

ベルセブルてあ ると責め られる
■

カヘナ ウム 12:24-37 3:22-30

しる しにつ いて 説教す る
口

力ヘナ ウム 12:38-45

母 と弟たち 、イエスに会い にくる
P

力ヘナ ウム 12:46-50 3:31-35 8:19-21

群衆に讐で教え る(カ リラヤ の海辺)
門

力 リラヤ 13:1-3 41-2 84

種まきの讐 カ リラヤ 13:3-23 43-25 85-18

秘かに育つ種の警 カ リラヤ 4:26-29

毒麦の讐 カ リラヤ 13:24-30

からし種の讐 ガ リラヤ 13:31-32 4:30-32

バ ン種の讐 カ リラヤ 13:33

毒麦の讐の解説 カ リラヤ 13:36-43

474

,タ ル メ ー ジ 長 老 は 、 山 上 の 垂 訓 を

十 二 使 徒 の 召 し以 後 の こ と と し て い

る 。(「基 督 イ エ ス 」p.268参 照)
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家 族 の 証

「バ プテスマを受けて」 日本福岡伝道部

那覇支部 板倉徳雄

私 は1976年5月15日 に バ プ テスマ を受 け ま した。バ プテ

スマ の 日、それ は36年 の私 の これ までの人生 でかつて なか

ったほ どの緊張 と喜 び を味わ った 日で した。 そ して私 を こ

の教会 に導 いて くれ た多 くの宣教 師 、兄 弟姉妹 、 そ して私

の妻 であ る姉 妹 に感謝 の気持 で一 杯 で した。振 り返 って、

教会へ導 かれ る前のかつ ての 自分 を思 い起 こす とき、全 く

高慢 で堕落 した状 態 にあ ったこ とを恥 じ入 り、その よ うな

私 をも赦 して くだ さった神様 の大 きな愛 に 、心 か らの感謝

の気持 で今 も一杯 です 。

水に沈め られ るバ プテ スマ を受 け 、按 手礼 に よって聖 霊

の賜 を授 け られた ときに 、本 当に心が熱 くな り安 ら ぎを感

ず ることが で きま した。 た くさんの兄 弟姉妹 か ら祝福 をい

ただ きましたが 、 とりわけ私 の家族が一 番喜 んで くれた こ

とと思い ます 。私の家族 は5人 家族 ですが 、父親 であ る私

だけが これ まで教会へ 行かず 、信仰 がなか ったか らです。

これ までの私 は 、男性 に とっては仕事 が生 きが いであ り、

そのため に家族 の犠 牲は あ る程度 、や む を得 な い と思 って

い ましたの で、家族 の こ とを本 当に思 いや る心が なか った

のだ と思 い ます。 それに信仰 心が全 くな く自分 では合理的

な精 神の持 ち主 だ と自負 して い ま したの で、世 の常識 か ら

はずれた信仰生 活 をす る人は よほ どの変 り物 か、現実 の競

争 社会か ら逃避 した人か 、あるいは一種 の集 団催眠 にかか

った人 たちであ る位 に考 えてお り、私 とは無 縁の こ とと思

ってい ま した。ですか らす でに3年 前に教会 員に なった妻

の言葉に も耳 をか さず 、 ホー ムテ ィー チ ャー に も会 わずに 、

相 変わ らず きわめて この世 的 な生活 を続 けてい ました。

で もこの ような私 の所に も、神様 は、素晴 らしい宣教 師

を遣わ して下 さいま した。初 めはか た くなに、心か らその

話 を聞 こ うと もしなか った私ですが 、宣教 師の不 思議 な魅

力に 引かれて 、 レッスンが始 ま りま した。 そ して 多 くの 日

時 を費や して レ ッス ンは進 み ま したが なか なか証 が得 られ

ませ ん で した。 まだ完全 に戒め を守 った生活 を して いなか

ったか らです。

私は とて もお酒が好 きで した し、仕事 の付 き合いの上 で

も完全 にお酒 をや め る ことな どとて もで きない と思 ってい

ま した。で も宣教 師か ら説か れ、神様 を試 み る気持 で しば

ら くの間、戒め を守 った生活 をしよ うと決意 して このチ ャ

レ ンジ を受 け ました。 そ して再 び モルモ ン経 を読み 返 した

ときに、今 まで飛ば し読 み し、心 をこめて読 んで いなか っ

た一節一 節 の聖 句に深 い意味 が あるこ とが わか りま した。

その とき眼が 改めて開 か れ る思 いが し、自分 の 罪 の深 さ

を思 い知 らされ、バ プテ スマ を受け て赦 しを受 け たい と心

か ら願 う気持 にな りま した。

「真理 は 自由 を得 させ るであ ろ う司 私は今 までの 自分 と

す っか り変 わった 自分 を感 じるこ とがで き るよ うにな りま

した。 こ うして今 は私 も、私 の家族 も豊か な祝 福 を受 けて 、

導か れて神 の教 会 の会 員 として召 された こ とを心か ら感謝

してお ります 。

モルモ ンの家族 として新 しい 人生 を歩み始 め た私 た ちは、

まだ信 仰が浅 く、聖典 の知 識 も十分 で あ りませ んが 、家庭

に平安 と多 くの祝福 を与 えて下 さ る神様 に感謝 し、 この教

会 が真 の神 の教会 であ るこ とを固 く信 じて、気長 に信仰 を

育 てて ゆ きた い と思 って い ます 。 「しか し神 の御 言葉 であ

る木が生 え始め る時か らその実 の生 る時 を待 ち設け なが ら

勉 めは げんで、気長 に よ く信仰 を もってこれ を養 うな らば、

その木 は根 を下 ろ して永遠 の生命 を生ず る木に な るであろ

う」(ア ルマ32:41)こ の 聖句 の よ うに。

先 月 号 に 下 記 の 誤 りが あ り ま し た の で お 詫 び し て 訂 正 さ せ て い た だ き ま す 。

p.328伝 道 部 数 … …1761一 →B4、 伝 道 部 内 支 部 教 … …134一 →1761

p.384の 写 真 の キ ャ ブoシ ョ ン 日本 西 部 伝 道 部 長一 → 日本 福 岡 伝 道 部 長

p.4421段 目⊥ か ら12行 目 私 の 父 の 母 一 → 私 の 父 と母 同 じく下 か ら11行 目 ジ ョセ ブ ・ス ミスー → ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス

同 じ く上 か ら21行 目 こ の 福 音 の一 → 「こ の 福 音 のp.4433段 目上 か ら22行 目 ジ ョ ン 、 テ イ ラ ー一 → ジ ョ ン ・テ イ ラ ー
献.
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「人 の子 よ 、あな た は一 本 の木 を取 り、

そ の上 に 『ユダ およ びその友'であ るイス

ラエ ルの子孫 のた め に』 と書 さ、 また一・

本 の木 を取 って 、その上 に 『ヨセ フおよ

び その友で ある イスラエ ルの全家 の ため

に』 と書 け。 これ はエ フライ ムの木 であ

る 。

あなた は これ らを合 わ せて 、一 つの木

とな せ。 これ らはあなた の手 で一・つ にな

る 。」(エ ゼキエ ル37:16,17)
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